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東
京
自
治
労
連
は
、
2
月
7
日
第
26
回
組
織
集
会
を
ラ
パ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
単
組
・
局
支
部
か

ら
48
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
前
半
は
基
調
報
告
と
単
組
報
告
、
後
半
は
、
4
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

単
組
報
告
は
、
世
田
谷
区
職

労
の
管
野
幸
美
書
記
長
か
ら

「
仲
間
を
増
や
そ
う

自
治
労

連
作
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
学

ぶ
」
と
題
し
て
行
い
ま
し
た
。

世
田
谷
区
職
労
は
、
2
0
2

6
年
の
新
入
職
員
を
組
合
に
迎

え
る
た
め
の
準
備
と
し
て
、
区

職
労
春
闘
学
習
会
で
、
自
治
労

連
が
作
成
し
た
「
仲
間
を
増
や

そ
う
」
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
学
び

ま
し
た
。
そ
し
て
、
組
織
集
会

で
こ
の
取
り
組
み
を
広
く
共
有

し
、
工
夫
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
報
告
し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
「
成
功
す
る
秘

訣
は
コ
コ
！
」
「
事
前
・
当
日

の
準
備
と
実
施
」
「
絶
対
や
っ

ち
ゃ
ダ
メ

Ｎ
Ｇ
集
」
「
こ
ん

な
質
問
が
出
た
ら
」等
ま
で
を
、

実
際
の
経
験
を
交
え
な
が
ら
解

説
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
丁
寧
な
説
明
を
意
識
す
る
あ

ま
り
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
い

た
」
「
今
日
の
学
び
を
改
め
て

持
ち
帰
っ
て
単
組
で
準
備
を
進

め
る
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

東
京
自
治
労
連
は
、
新
た
な

仲
間
を
各
組
合
と
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
組
合
に
迎
え
ら

れ
る
よ
う
、
連
携
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
み
ん

な
で
「
仲
間
を
増
や
そ
う
」
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

2
0
2
5
春
の
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
は
、
多
く
の
単
組
で

新
規
採
用
者
が
例
年
の
2
倍
以

上
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
に
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
規
模

の
組
合
加
入
の
呼
び
か
け
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

各
単
組
・
局
支
部
は
、
膨
大

な
対
象
者
に
向
き
合
い
な
が

ら
、
組
織
化
計
画
の
具
体
化
に

試
行
錯
誤
を
重
ね
つ
つ
、
粘
り

強
い
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

東
京
自
治
労
連
の
増
勢
、
非

正
規
・
公
務
公
共
関
係
労
働
者

1
万
人
組
織
を
目
指
し
、
各
単

組
・
局
支
部
の「
目
標
と
計
画
」

を
も
と
に
拡
大
目
標
を
積
み
上

げ
て
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
新
規
採
用

者
、
未
加
入
者
、
非
正
規
・
公

務
公
共
関
係
労
働
者
、
共
済
の

組
織
目
標
と
計
画

②
本
部
と

単
組
・
局
支
部
が
連
携
し
た
取

り
組
み

③
職
場
懇
談
会
を
軸

に
し
た
組
織
強
化

④
非
正
規

・
公
務
公
共
関
係
労
働
者
の
組

織
拡
大
の
取
り
組
み

⑤
次
世

代
役
員
育
成
の
取
り
組
み

⑥

自
治
労
連
共
済
と
一
体
で
組
織

拡
大
を
図
る
取
り
組
み
、
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
職
場
全
労
働
者
を
対
象
に

し
た
「
要
求
運
動
」
と
「
組
合

加
入
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
追

及
し
、
と
り
わ
け
職
場
要
求
を

取
り
上
げ
、
組
合
加
入
に
取
り

組
む
た
め
の
意
思
統
一
を
は
か

り
、
東
京
自
治
労
連
と
各
単
組

・
局
支
部
が
団
結
し
て
、
目
標

を
必
ず
達
成
す
る
こ
と
を
め
ざ

そ
う
、
と
訴
え
ま
し
た
。

新
規
採
用
者
の
組
織
化
に
つ

い
て
課
題
整
理
と
対
策
の
検
討

に
つ
い
て
、
単
組
の
組
織
化
の

責
任
体
制
の
情
報
交
換
を
行

い
、
各
単
組
の
組
織
化
で
必
要

と
さ
れ
る
工
夫
に
つ
い
て
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

25
春
の
取
り
組
み
の
経
験
を

交
流
し
、
26
春
の
組
織
化
の
目

標
設
定
に
お
け
る
①
新
入
職
員

に
対
す
る
取
り
組
み
と
目
標

数
、
②
26
春
闘
の
取
り
組
み
と

新
入
職
員
を
除
く
目
標
数
、
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

各
単
組
・
局
支
部
で
実
施
し

て
い
る
新
入
職
員
歓
迎
会
や
労

金
企
画
な
ど
組
合
員
向
け
企
画

に
つ
い
て
、
そ
の
取
り
組
み
方

法
な
ど
の
情
報
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

分
会
・
部
会
が
独
自
に
取
り

組
ん
で
い
る
工
夫
な
ど
を
共
有

し
、
組
合
の
企
画
に
組
合
員
を

ど
の
よ
う
に
巻
き
込
ん
で
い
く

の
か
、
組
合
員
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
工
夫
や
注
意
点
な
ど
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

差
別
は
安
価
な
快
楽

世
田
谷
区
職
労
で
は
1
月
末

に
区
職
労
・
分
会
の
執
行
委
員

な
ど
を
対
象
と
し
た
春
闘
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
の

辛
淑
玉
氏
（
活
動
家
）
は
「
差

別
や
排
外
主
義
と
の
闘
い
」
と

題
し
、
こ
の
間
の
都
議
会
議
員

選
挙
や
参
議
院
選
挙
の
出
来
事

と
し
て
、
「
女
性
の
避
難
場
所

（
シ
ェ
ル
タ
ー
）
」
と
し
て
い

た
自
宅
正
面
に
街
頭
宣
伝
車
が

き
て
、
大
音
量
で
「
こ
の
地
域

か
ら
で
て
い
け
！
」
と
繰
り
返

し
叫
ば
れ
て
、
地
域
か
ら
も
疎

ま
れ
た
た
め
、
自
宅
を
手
放
す

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
や
、
差
別

的
の
風
潮
が
広
が
る
の
は
、
差

別
が
お
金
の
か
か
ら
な
い
快
楽

で
あ
り
、
自
分
が
多
数
派
（
＝

強
者
）
の
側
に
い
る
こ
と
へ
の

安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

分
析
。
同
時
に
い
つ
で
も
差
別

を
受
け
る
側
に
な
る
恐
怖
と
表

裏
一
体
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

今
こ
そ
住
民
本
位
の

自
治
体
を

東
京
自
治
問
題
研
究
所
の
江

口
氏
は
「
2
0
2
6
春
闘
と
公

務
分
野
の
役
割
」
と
し
て
、
自

治
体
構
造
改
革
や
公
務
員
人
件

費
削
減
か
ら
連
な
る
「
何
で
も

民
営
化
」
（
＝
新
自
由
主
義
）

は
、
現
在
の
委
託
や
派
遣
の
拡

大
に
繋
が
っ
て
お
り
、
住
民
の

い
の
ち
と
く
ら
し
ま
で
も
脅
か

し
て
い
る
。
自
治
労
連
の
掲
げ

る
「
公
共
を
（
住
民
の
手
に
）

取
り
戻
す
」
の
運
動
は
、
民
主

的
自
治
体
労
働
者
論
（
＝
自
治

体
労
働
者
を
「
住
民
全
体
の
奉

仕
者
」
か
つ
労
働
基
本
権
を
持

つ
「
労
働
者
」
と
位
置
づ
け
、

住
民
の
権
利
保
障
・
地
方
自
治

発
展
と
、
自
身
の
権
利
・
労
働

条
件
向
上
を
統
一
的
に
追
求
す

る
理
論
）
と
し
て
、
住
民
本
位

の
行
政
を
作
る
大
事
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
提
起
し
ま
し
た
。

新
た
な
力
で

元
気
な
組
合
に

今
、
区
職
労
内
で
職
場
要
求

を
実
現
す
る
た
め
の
担
い
手

（
＝
区
職
労
・
分
会
の
執
行
委

員
）
の
奮
闘
が
区
職
労
内
で
進

ん
で
い
ま
す
。
2
0
2
6
年
11

月
末
の
大
会
で
は
、
複
数
の
若

手
組
合
員
が
区
職
労
執
行
委
員

と
な
り
、
自
治
研
活
動
や
学
習

会
に
参
加
し
つ
つ
、
分
会
を
支

え
る
活
動
で
力
を
発
揮
し
て
い

ま
す
。
ま
た
職
場
領
域
ご
と
の

分
会
執
行
委
員
も
若
手
が
増
え

て
お
り
、
係
長
で
あ
る
分
会
長

を
公（
職
場
）労（
組
合
）の
両
面

で
支
え
た
い
と
、
同
じ
課
か
ら

3
名
の
執
行
委
員
が
誕
生
し
、

職
場
と
組
合
の
両
方
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。
2
月
末
に
は
2
分

会
合
同
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
50

人
が
参
加
し
大
成
功
に
導
く
な

ど
、
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

止
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
な
い

無
法
ト
ラ
ン
プ

▼
新
年
早
々
の

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大

統
領
夫
妻
拉
致

・
拘
禁
に
続
い
て
の
イ
ラ
ン
攻

撃
▼
し
か
も
今
回
は
、
核
問
題

の
協
議
中
の
攻
撃
で
あ
り
、
イ

ラ
ン
の
最
高
指
導
者
を
含
む
政

権
幹
部
を
狙
い
撃
ち
し
た
、
明

ら
か
に
国
連
憲
章
・
国
際
法
違

反
の
先
制
攻
撃
▼
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
昨
年
「
私
に
は
国
際
法

は
必
要
な
い
」
と
公
言
し
た
よ

う
に
、
明
白
な
違
法
行
為
▼
こ

の
よ
う
な
ト
ラ
ン
プ
の
無
法
は

世
界
中
が
対
象
。
連
邦
最
高
裁

で
違
法
と
判
断
さ
れ
た
相
互
関

税
挽
回
の
た
め
、
別
の
法
律
で

一
律
10
％
が
翌
日
に
は
15
％
と

税
率
が
一
晩
で
変
更
さ
れ
世
界

経
済
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
▼

ト
ラ
ン
プ
の
無
法
は
日
本
に
も

こ
ん
な
形
で
も
表
れ
て
い
る
▼

「
新
基
地
が
完
成
し
て
も
、
別

の
長
い
滑
走
路
が
用
意
で
き
な

い
場
合
、
普
天
間
基
地
は
返
還

し
な
い
」
と
い
う
の
が
米
国
の

公
式
見
解
▼
政
府
は
、
辺
野
古

が
普
天
間
基
地
返
還
の
「
唯
一

の
選
択
肢
」
と
1
兆
2
千
億
円

以
上
の
膨
大
な
税
金
を
投
入
し

て
基
地
建
設
を
強
行
し
て
い
る

が
、
最
早
辺
野
古
を
遮
二
無
二

建
設
す
る
意
味
は
な
く
、
政
府

の
説
明
は
全
く
破
綻
▼
政
府

は
、
「
現
在
防
衛
省
に
お
い
て

確
認
中
」
と
す
る
ば
か
り
▼
最

早
ト
ラ
ン
プ
の
存
在
そ
の
も
の

が
世
界
最
大
の
脅
威
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
▼
ト

ラ
ン
プ
の
国
際
法
違
反
だ
け
で

な
く
、
明
ら
か
な
国
益
に
反
す

る
理
不
尽
極
ま
り
な
い
対
応
に

対
し
て
さ
え
も
高
市
政
権
は
抗

議
の
一
つ
も
行
わ
な
い
屈
辱
の

対
応
を
続
け
て
い
る
。

要求実現と組織強化拡大を車の両輪とし、
対話と学び合いで仲間を増やそう
要求実現と組織強化拡大を車の両輪とし、
対話と学び合いで仲間を増やそう 東

京
自
治
労
連
第
２６
回
組
織
集
会

東
京
自
治
労
連
第
２６
回
組
織
集
会

差
別
と
向
き
合
い
自
治
体
の
役
割
を
考
え
る

〜
世
田
谷
区
職
労
春
闘
学
習
会
か
ら
〜

〜
世
田
谷
区
職
労
春
闘
学
習
会
か
ら
〜

講演する辛氏

講演を聞き、学びあう世田谷区職労の組合員

単組報告する管野さん

＆
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白神 優理子

10月19日
城北法律事務所

物
価
高
騰
に
追
い
つ

か
な
い
賃
金
引
上
げ

物
価
高
騰
に
追
い
つ

か
な
い
賃
金
引
上
げ

な
ぜ
、
公
務
員
が
春

闘
に
取
り
組
む
の
か

な
ぜ
、
公
務
員
が
春

闘
に
取
り
組
む
の
か

春
闘
の
取
り
組
み

に
参
加
を
！

春
闘
の
取
り
組
み

に
参
加
を
！

2
0
2
5
年
の
特
別
区
人
事

委
員
会
勧
告
は
、
若
年
層
に
重

点
を
置
き
つ
つ
も
、
そ
れ
以
外

の
職
員
も
昨
年
を
大
き
く
上
回

る
改
定
（
平
均
改
定
率
3
・
8

％
）
と
な
り
、
一
時
金
に
つ
い

て
は
、
年
間
支
給
月
数
を
0
・

05
月
引
き
上
げ
4
・
90
月
と
す

る
勧
告
に
な
り
ま
し
た
。

賃
金
改
定
（
勧
告
）
は
、
区

長
会
と
の
交
渉
＝
賃
金
確
定
闘

争
の
結
果
、
完
全
実
施
の
回
答

を
引
き
出
し
、4
月
に
遡
っ
て
、

す
べ
て
の
区
で
年
内
精
算
が
さ

れ
、
特
別
区
職
員
の
平
均
年
間

収
入
は
27
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
異
常
な
円

安
と
為
替
相
場
の
変
動
が
相
ま

っ
て
物
価
は
51
か
月
連
続
で
上

昇
、
こ
の
4
年
で
約
13
％
増
加

し
て
い
ま
す
。
物
価
と
賃
金
を

比
較
し
た
実
質
賃
金
も
11
か
月

連
続
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
勝

ち
取
っ
た
賃
金
引
上
げ
も
物
価

上
昇
に
追
い
つ
け
ず
に
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
物
価
高
騰
に
見

合
っ
た
賃
金
引
上
げ
は
、
労
働

組
合
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、

使
用
者
・
任
命
権
者
の
社
会
的

責
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
金
引

上
げ
は
、
い
ま
や
国
民
的
課
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
2

0
2
6
年
春
闘
で
の
大
幅
賃
上

げ
は
重
要
な
意
義
を
持
ち
ま

す
。
ま
た
、
日
本
経
済
の
行
方

を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
「
公
務
員
の
春
闘
は

（
秋
の
）
確
定
闘
争
」
「
春
闘

は
関
係
が
な
い
」
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
私

た
ち
の
賃
金
は
、4
月
段
階（
春

闘
後
）
の
民
間
労
働
者
の
給
与

と
特
別
区
職
員
の
給
与
を
比
較

し
て
、
そ
の
較
差
が
勧
告
さ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

大
幅
賃
上
げ
に
つ
な
げ
る
た

め
に
も
地
域
春
闘
や
民
間
産
別

が
主
催
す
る
春
闘
行
動
に
積
極

的
に
参
加
し
、
官
民
共
同
の
力

で
大
幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

目
黒
区
職
労
は
、
賃
金
引
上

げ
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
労
組

の
春
闘
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
目
黒
区
内
で
取
り
組
ま
れ

る
国
民
春
闘
の
行
動
に
積
極
的

に
参
加
し
、
国
民
課
題
と
「
公

共
を
取
り
戻
す
」
取
組
み
と
結

合
さ
せ
奮
闘
し
て
い
き
ま
す
の

で
、組
合
員
の
み
な
さ
ん
の「
1

人
1
行
動
」を
お
願
い
し
ま
す
。

先
月
号
で
紹
介
し
た
、
良
心
的
な

掛
金
で
シ
ン
プ
ル
な
医
療
保
障
中
心

に
設
計
さ
れ
た
若
い
方
に
ピ
ッ
タ
リ

の
生
命
・
医
療
セ
ッ
ト
共
済
Ｄ
型（
掛

金
は
月
額
1
、
7
2
0
円
。
保
障
は

下
表
を
参
照
）
。
こ
の
Ｄ
型
を
、
来

る
新
年
度
（
2
0
2
6
年
度
）
、
新

た
に
組
合
に
加
入
さ
れ
る
新
入
組
合

員
に
断
然
お
得
な
年
間
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
お
届
け
し
ま
す
。
（
詳
し
い
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容
は
、
4
月
に
組
合

が
配
る
Ｄ
型
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
リ
ー
フ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

新
規
採
用
の
1
年
間
、
慣
れ
な
い

環
境
や
新
し
い
人
間
関
係
で
頑
張
り

す
ぎ
て
し
ま
い
、
新
入
組
合
員
は
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
疲
れ
が
た
ま

り
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
も
の
。
そ

う
い
っ
た
万
一
の
事
態
に
な
っ
た
時

に
備
え
て
、
セ
ッ
ト
共
済
Ｄ
型
が
新

入
組
合
員
を
1
年
間
し
っ
か
り
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。

す
で
に
セ
ッ
ト
共
済
の
メ
リ
ッ
ト

を
ご
存
じ
の
先
輩
組
合
員
の
皆
さ

ん
、
4
月
に
職
場
に
配
置
さ
れ
る
新

入
組
合
員
へ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
加
入

の
声
掛
け
、
今
か
ら
ご
準
備
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
ま
だ
ご
加
入
さ
れ
て
い
な

い
2
0
2
5
年
度
の
新
入
組
合
員

も
、
ま
だ
今
年
度
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
間
に
合
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
所
属
の

組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

充
実
し
た
年
に

来
年
度
で
完
全
退
職
に
な
り

ま
す
が
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
て

こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
来
ら
れ
ま

し
た
。
あ
と
も
う
一
年
！
！
仲

間
た
ち
と
楽
し
み
な
が
ら
充
実

し
た
毎
日
を
過
ご
し
た
い
で

す
。

う
ま
く
い
く
年
に

み
な
さ
ま
に
と
っ
て
万
事
う

ま
〜
く
い
く
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
！

先
が
見
え
な
い
物
価
高

い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
物
価

高
の
波
・
先
が
見
え
な
い
で
す

ね
。

勤
務
日
数

全
国
的
に
、
週
4
日
勤
務
に

な
っ
た
ら
良
い
な
。

罹
患
は
つ
ら
か
っ
た

感
染
症
流
行
の
季
節
で
す

ね
。
予
防
接
種
を
毎
年
し
て
い

る
の
で
す
が
、
今
回
は
流
行
が

早
す
ぎ
て
、
接
種
す
る
前
に
感

染
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
人
生
初
の
罹
患
だ
っ
た
の

で
、
あ
ま
り
の
高
熱
で
か
な
り

辛
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
手
洗

い
マ
ス
ク
は
か
な
り
気
を
つ
け

て
い
る
の
に
、
そ
れ
で
も
罹
患

し
ま
し
た
。
本
当
に
辛
か
っ
た

で
す
。

組
合
の
団
結
・
折
衝
が
心
強
い

世
田
谷
事
業
団
が
進
め
て
い

る
人
事
給
与
制
度
の
改
正
、
Ｊ

Ｏ
Ｂ
型
の
導
入
、
大
き
な
不
安

を
感
じ
て
い
ま
す
。
組
合
が
団

結
し
て
折
衝
、
活
動
し
て
い
る

こ
と
が
心
強
い
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年

今
年
度
も
残
り
2
ヶ
月
。
新

卒
で
入
り
あ
っ
と
い
う
間
の
1

年
で
し
た
。

【
応
募
総
数
】
3
2
0
件

正
解
者
の
中
か
ら
、
厳
正
な

抽
選
の
結
果
、
次
の
30
名
の
方

々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

景
品
の
図
書
カ
ー
ド
（
5
0

0
円
）
は
、
組
合
事
務
所
へ
送

り
ま
す
。

労
働
組
合
が

国
民
春
闘
に
取
り
組
む
意
義

労
働
組
合
が

国
民
春
闘
に
取
り
組
む
意
義

（
目
黒
区
職
労
）

（
目
黒
区
職
労
）

労働組合が取り組んでいる
「共済」ってなんだ？③
労働組合が取り組んでいる
「共済」ってなんだ？③

正
解
＝
サ
イ
オ
ウ
ガ
ウ
マ

＆

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ

ズ

ル

１
月
１９
日
出
題

１４０

東京東部法律事務所（最寄り駅：JR錦糸町駅）
4月16日㈭13時～

後藤 寛 弁護士




